
（21）平成 20.6

～なんちゅうおいしいだいな！～

プリンスメロン査定会

５月２０日（火）
　５月２０日（火）、ＪＡ鳥取中央本所で「プリンス
メロン査定会」が行われました。今年は６０戸の農
家が計７．３ｈａで栽培。有機物や発酵堆肥を使っ
た土作りと粉ミルクやブドウ糖を使った減農薬栽
培で、人にも環境にも優しい、世界に誇れる倉吉
の名産品です。糖度も今年は平均１７．５と十分。
関係者も市場への期待を膨らませていました。

　倉吉市トリエンナーレ美術展（前田寛治大賞
展・菅楯彦大賞展）の受賞作品など、博物館所
有の絵画などを市役所庁舎内に展示していま
す。来庁の折にご鑑賞ください。

倉吉市役所
美術品紹介コーナー

　４月２７日（日)、新緑が芽吹き始めた「木の実の里」
で、第５４回鳥取県植樹祭が行われました。緑化功労
者の表彰や「森林、みどりへの想い」の発表、記念植
樹などが行われ、参加者は先祖たちが守り続けた森
林を子どもたちの将来へ大切に活用していきたいと
思いを新たにしました。

４月２７日（日）

第５４回鳥取県植樹祭

～はぐくもう　木の実の里に　みどりのめぐみ～

　　

５
月
21
日（
水
）、
平
成
20
年
度
倉
吉
市

観
光
事
業
功
労
者
お
よ
び
優
良
従
業
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
年
に

わ
た
り
観
光
振
興
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ

た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
観
光
事
業
功
労
者
１
人
と
優
良
従

業
員
６
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
倉
吉

市
の
観
光
発
展
の
た
め
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
観
光
事
業
功
労
者
）

﹇
日
本
交
通(

株)

倉
吉
営
業
所
﹈

加
藤　

悟
さ
ん

（
優
良
従
業
員
）

﹇
日
本
交
通(

株)

倉
吉
営
業
所
﹈

米
原
淳
さ
ん
、
小
椋
昭
宏
さ
ん
、
村
尾
武

司
さ
ん

﹇(

株)

日
本
交
通
旅
行
社
倉
吉
営
業
所
﹈

藤
本
慎
司
さ
ん

﹇
日
ノ
丸
ハ
イ
ヤ
ー(

株)

倉
吉
営
業
所
﹈

音
田
美
智
子
さ
ん
、　

内
直
樹
さ
ん

※
問
合
せ
先

：

商
工
観
光
課（
あ

２
２―

８
１
５
８
／
い
２
２―

８
１
３
６
）

倉
吉
市
観
光
協
会

 

平
成
20
年
度
表
彰

▼

受
賞
者
の
皆
さ
ん

「風景」 （第２会議室前廊下）
　　　　　伊藤彰さん　作
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将
来
に
わ
た
っ
て
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力

あ
る
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男

女
が
と
も
に
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生

活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
、
自
ら

希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
で
き
る
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
推
進
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

平
成
19
年
12
月
18
日
に「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」
に

お
い
て「
仕
事
と
生
活
の
調
和
憲
章
」お
よ
び

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動

指
針
」
が
策
定
さ
れ
、
関
係
者
が
積
極
的
に

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
と
は

　

仕
事
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や

喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
が
、
同
時
に
、

家
事
・
育
児
、
地
域
と
の
付
き
合
い
な
ど
５

つ
の
要
素（
家
庭
生
活
・
地
域
活
動
・
自
己

啓
発
・
健
康
・
休
養
）
の
生
活
も
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ

の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、人
生
の
生
き
が
い
、

喜
び
は
倍
増
し
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
に
は
、

● 

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的
に
自

立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

● 
仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら
健
康

を
害
し
か
ね
な
い
。 

● 

仕
事
と
子
育
て
や
老
親
の
介
護
と
の
両
立

に
悩
む
。 

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え
る

人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の
将
来
へ
の
不
安

や
豊
か
さ
が
実
感
で
き
な
い
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少
子

化
・
人
口
減
少
と
い
う
現
象
に
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

　

そ
れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
の
実
現
で
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
実
現
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
望
む
生
き
方
が
で
き
る

社
会
の
実
現
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
ら
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の

在
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

倉吉市人権政策課
あ22-8130／い22-8135

№48
シリーズ

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
実
現
に
向
け
てく

ら
よ
し
男
女
共
同
参
画
推
進

ス
タ
ッ
フ
研
修
会（
公
開
講
座
）

「
支
え
合
っ
て
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

災
害
が
発
生
し
た
ら･

･
･
･
･
･

、
男
性

が
指
揮
、
女
性
は
炊
き
出
し
の
訓
練
で

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
視
点
で

ま
ち
づ
く
り
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き

： 
６
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

： 
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

第
一
研
修
室

講　

師

： 
相
川 

康
子
さ
ん（
神
戸
大
学
経

済
経
営
研
究
所 

准
教
授
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
政
策
研
究
所 

理
事
）

▼帰宅時間の比較

0 20 40 60 80 100 (%)

2.6

6.8 15.6 61.4 11.1 2.5

43.721.9 6.2 5.5 17.0 5.7

男

女

＜日本＞

0 20 40 60 80 100 (%)

4.2

53.8 16.0 9.7 15.5 0.8

1.8

33.9 16.5 26.6 20.5 0.7

男

女

＜フランス＞

0 20 40 60 80 100 (%)

1.3

70.9 5.0

1.8

18.0 3.0

2.81.9

65.6 3.6 21.8 4.3

男

女

＜スウェーデン＞

そのほか

家にいることが多い

決まっていない

午後８時以降

～午後７時ごろ

～午後６時ごろ

※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
…

仕
事
以
外
に
、
家
庭
生
活
、
地
域
活
動
、
自
己
啓
発
も
、
個
人
に
と
っ
て
は
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

満
足
し
て
取
り
組
む
に
は
、
健
康
・
休
養
へ
の
配
慮
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
５
つ
の
要
素
を
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
が
時

間
と
労
力
を
上
手
く
配
分
し
、「
個
人
」と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

人
権
の
た
め
に
学
ぶ

同
和
教
育
講
座
②

と　

き

： 
６
月
22
日（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

：

上
井
公
民
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

演　

題

 「
働
く
こ
と
は
い
き
る
こ
と
・
つ
な
が
る

こ
と
」
〜
被
差
別
部
落
女
性
た
ち
の
と
り

く
み
に
学
び
た
い
〜

講　

師

： 
熊
本 

理
抄
さ
ん（
近
畿
大
学

人
権
問
題
研
究
所
）
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「
ご
飯
は
食
べ
た
？
」が
最
高

の
愛
情
の
表
現
!?

　

皆
さ
ん
、「
食
口
」（
シ
ッ
ク
）
と
い
う
言

葉
が
韓
国
語
で
ど
う
い
う
意
味
か
ご
存
知

で
す
か
。

　

正
解
は
、
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
口
と

い
う
意
味
で
、「
家
族
」
な
の
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
韓
国
人
が
食
を
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
象
徴
的
な
言
葉
で
す
。
実
際
に
、

韓
国
人
は
、
よ
く
ご
飯
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
相
手

に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
際
に
、「
ご
飯
」

（
パ
ブ

）
と
い
う
単
語
を
使
っ
て
表
現
す
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
一
つ
に
、
韓
国
人
が
よ
く「
こ
ん
に

ち
は
」
の
挨
拶
代
わ
り
に
使
う「
パ
ブ
ン　

モ
ゴ
ッ
ソ
ヨ
？（
ご
飯
は
食
べ
ま
し
た
か
）」

と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
食

事
の
お
誘
い
な
ど
の
特
別
な
理
由
が
な
い

限
り
は
、
相
手
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
尋
ね

る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
韓
国

で
は
食
事
時
以
外
に
も
こ
の
あ
い
さ
つ
を

使
っ
て
相
手
の
安
否
を
尋
ね
た
り
し
ま
す
。

　

相
手
が「
食
べ
た
」
と
返
事
し
ま
す
と
、

そ
の
人
を
元
気
だ
と
判
断
し
ま
す
し
、「
食

べ
て
な
い
」と
言
い
ま
す
と
、
ど
こ
か
体
の

調
子
が
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
く
れ
ま
す
。
韓
国
人
に
と
っ
て「
ご
飯

は
食
べ
ま
し
た
か
？
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は

単
な
る
あ
い
さ
つ
を
通
り
越
し
て
、
相
手

の
体
、
心
、
生
活
ま
で
心
配
し
て
く
れ
る

暖
か
い
情
の
表
現
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

実
は
こ
の
表
現
、
な
ん
と
愛
し
て
い
る

相
手
に
自
分
の
心
を
告
白
す
る
時
も
有
効

に
使
え
る
よ
う
で
す
。

　

韓
国
の
あ
る
リ
サ
ー
チ
会
社
の
、「
恋
人
か

ら
一
番
聞
き
た
い
言
葉
は
？
」と
い
う
質
問

に
対
し
、一
番
多
か
っ
た
答
え
が
、こ
の「
パ

ブ
ン　

モ
ゴ
ッ
ソ
？
（
ご
飯
は
食
べ
た
？
）」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
相
手
に
対

す
る
暖
か
い
心
配
り
に「
サ
ラ
ン
へ（
愛
し
て

い
る
）」が
負
け
た
と
い
う
話
で
す
ね
。

　

今
日
、
皆
さ
ん
も
周
り
の
大
事
な
人
に
、

ま
た
、
く
た
び
れ
て
い
る
誰
か
に
、
優
し

く
声
を
か
け
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。「
ご
飯
は
食
べ
ま
し
た
か
？
」と
…

No.25

今月のキーワード

皆さん、お食事はされましたか？

▲心温まる韓国のあいさつ
　「ご飯は食べましたか？
　（パブン　モゴッソヨ？）」

 

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

  

青
々
と
田
に
水
が
張
ら
れ
、
田
植
え
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
域
が
広
が
り
、
関

金
町
の
高
地
と
下
流
域
で
は
時
期
に
相
当

開
き
が
あ
り
な
が
ら
、
結
局
じ
ゅ
う
た
ん

の
よ
う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
か
ら
不
思
議

で
す
。
５
月
は
野
山
が
最
も
美
し
く
、
山

菜
取
り
な
ど
が
楽
し
め
る
時
期
で
あ
り
、

こ
の
地
に
住
む
あ
り
が
た
さ
を
満
喫
し
ま

す
。
ま
た
、
倉
吉
博
物
館
で
の「
昭
和
レ

ト
ロ
展
」
に
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
家
族
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ

た
昭
和
の
時
代
を
回
顧
す
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

  

さ
て
、
こ
の
時
期
は
い
ろ
い
ろ
な
総
会

に
出
席
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ

た
い
な
い
と
思
う
の
が
、
決
算
に
は
じ
ま

り
承
認
を
必
要
と
す
る
も
の
だ
け
で
終
っ

て
し
ま
う
総
会
で
す
。
私
は
ど
の
組
織
、

会
で
あ
っ
て
も
前
向
き
に
進
め
て
い
く
に

は
、
課
題
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
の
方
向
性

を
そ
の
ほ
か
の
項
を
使
っ
て
話
し
合
え
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
何
を
や
っ
て
き
た

か
を
確
認
す
る
た
め
、
活
動
ご
と
に
中
心

に
な
っ
た
人
に
発
表
い
た
だ
く
な
ど
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
充
実
さ
れ
て
い
る
会
も
あ

り「
時
に
学
び
、
時
に
語
り
、
時
に
学
ば

せ
る
」を
実
感
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
敬
老
会
で
元
議
員

か
ら
、「
同
じ
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
顔
ぶ
れ
が
異
な
り
、
取

り
巻
く
環
境
は
必
ず
違
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
五
百
回
生
ま
れ
て

も
こ
の
場
は
一
度
き
り
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
を
聞
き
、
一
期
一
会
に
さ
ら
に
深
み

を
知
っ
た
思
い
で
す
。

　

「
遥
か
な
ま
ち
」へ
の
拠
点
に
も
な
っ
て

い
ま
す
赤
瓦
周
辺
の
玉
川
の
状
態
を
憂

い
、
市
役
所
と
し
て
職
員
が
朝
夕
の
出
勤

前
と
勤
務
後
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
清
掃

を
行
う
活
動
が
自
発
的
に
動
き
出
し
ま
し

た
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
い
な
く
な
る
ま

で
、
強
い
意
思
で
根
気
強
く
続
け
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

  

観
光
客
に
と
っ
て
も
、
こ
こ
に
住
む
市

民
に
と
っ
て
も
、
気
持
ち
の
良
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

  

中
国
四
川
省
の
大
地
震
で
は
多
く
の
命

が
失
わ
れ
て
お
り
、
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ

ま
す
。
13
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
直

後
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
液
状
化

現
象
の
中
で「
こ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
姿

を
見
て
お
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
故
鬼

塚
ア
シ
ッ
ク
ス
会
長
の
後
任
と
し
て
、
か

つ
て
本
市
の
教
壇
に
立
た
れ
て
い
た
鳥
と
り
が
い飼

黎れ
い
め
い明
会
長
と
な
っ
た
神
戸
鳥
取
県
人
会

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

一
面
対
象
五
百
生

倉
吉
市
長　

長
谷
川 

稔
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■毎回市報の入稿前は作成業務
で夜遅くなります。気がつけば
古くて暗い庁舎に一人っきり…
ということもあります。それを
聞いた我が家の５歳児が、「ボク
の宝物をあげる」と人気アニメ
「ポケットモンスター」に出てく
る「モンスターボール」型のライ
トをくれました。しかもこれ、
最強「ポケモン」が映し出される
んです。心強い限りです（Y.T）
■２歳になりおしゃべり上手に
なってきたうちの甘えん坊は、
親がふと発した言葉を逃さず真
似します。「良い子悪い子親が
する」と聞いたことがあります。
気を引き締めて良い言葉使いを
心がけたいと思います。（E.K）

●倉吉市の人口（基本台帳）

    24,365人（65）男

    27,114人（　9）女

    51,479人（74）計

    20,419世帯（111）

●外国人登録者数

108人（－　　3）男

190人（　　  3）女

298人（     0）計

249世帯（－  1）

　（H20.4.30現在）

★お仕事は？ 実家が農家なので、無農薬野菜であり、
日光をたくさんあびた甘くておいしい地産地消野菜のほか、
地元琴浦の牛乳・肉・米・卵・魚を使用し、安心して食べて
いただける食品を１つ１つ手作りしています。家庭でも今は
冷凍技術が進み、何でも電子レンジでチンッで便利だとは思
いますが、やはり子どもたちに安心して食べさせられる一番
愛情のこもったものは母の手作り料理だと思います。そんな
想いをみなさまにも…と思いひとつひとつの料理に愛情を込
めて作っています。
★趣味は？ 特に趣味はありませんが、物事に集中す
ると何でも一人の世界に入り込んでしまって凝ってしまい
ます。それが唯一の趣味かな？台所に立つのもそうかもし
れませんが…。夜中に掃除がしたくなったら寝るのも惜し
んで物を全て引っ張り出してやってみたりします。自分が
こう！と思ったら曲げることができないので神経質になり
ながらも、１つのことをやりとげる（？）のが趣味です。
★最近の話題・目標 ペットのモン太（ネコ）の冬毛がと
にかくよく抜けるので、毎日毛取りを持ってモン太を追い
回して、いつかスマートな夏毛にしてやろう！それが目標
です。おデブちゃんなので（かなりのメタボ）、やせさせる
のも目標です。欲しがる分だけ与えてしまうのが良くない
のかも…。
★プロフィール：琴浦町在住・Ａ型

揚げ物「あげあげ」／東仲町
コロッケ・天ぷら・たこやき・やきそば　etc...

営業時間 10：00～（水曜日休）
　あ０９０－１０１７－８６６５

No.26
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矢子さん
 （チャレンジショップ「あきない塾第 5期生」
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と　き：６月１５日（日）

１１：１５～１５：３０（受付１０：３０～）
ところ：鳥取短期大学

内　容 
《学科別授業体験》
☆読書で育てるコミュニケーション力
☆はじめてのライフプランニング
　～人生カレンダーを作成しよう～
☆ステンドグラスで携帯ストラップを
　つくろう！
☆あなたの塩分摂取量　
　チェック
☆出会いの演出術
　～心の緊張をほぐす～
《そのほか》
☆スタンプラリー
☆社会人相談コーナーなど
昼　食：無料（要事前申込み）
無料送迎バス：倉吉駅４番バス乗り場
　　　　（発車時刻１０：４０、１１：００）

※申込・問合せ先：鳥取短期大学入試広報課

　　（あ２６―９１７１）

とりたん

※オープンキャンパス以
外にも、個別でなんでも
相談、施設・学内見学など
を受け付けています。お
気軽にお問い合わせくだ
さい。社会人の皆さん大
歓迎（土・日ＯＫですが、
事前にご連絡ください）。

お
母さ
んと赤ちゃんのための
育ちの広場

音楽をとおして豊か

な親子関係づくり

日ごろ子育て奮闘中の保護者の皆さん、今回は音楽を通

して心をリフレッシュさせてみませんか？日本音楽療法学

会認定音楽療法士、小林圭子先生を講師にお迎えし、アメ

リカでの最新の乳幼児・児童に対する音楽療法とはどんな

ものか、また、現在の日本の実態などのお話、ヴァイオリ

ンの演奏を織り交ぜながら、リラックスタイムを体験して

みませんか？皆さんの参加をお待ちしています。

と　き：６月２６日（木）午前１０時３０分～１１時すぎ

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」（旧上灘保育園）

対　象：子どもと保護者（３０組程度）

講　師：小林圭子さん（日本音楽療法学会認定音楽療法士）
※申込・問合せ先：子育て総合支援センター「おひさま」
　　　　　　　　　（あ／い２２―３９１４）

今後の日程
第２回   ７月１３日（日）

第３回   ８月   ３日（日）

第４回   ９月   ７日（日）

第５回１０月２５日（日）

オー
プンキャンパス開催！

　今年も、高校生や地域の人を対象に、
５回のオープンキャンパスを行います。
授業体験、学生たちの案内による施設
見学など、楽しみながら学生気分を味
わうことができます。第１回目は次の
とおりです。ぜひお越しください。




